
ま
ず
、
次
の
文
を
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

、
、
、
、
、

「
千
に
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
幸
福
に
恵
ま
れ
て
、
無
人
の
孤
島

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
流
れ
着
き
、
そ
こ
に
食
物
を
求
め
よ
う
と
し
て
測
ら
ず
も
稀

な
る
世
の
宝
が
、
さ
ざ
れ
小
石
の
ご
と
く
散
乱
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
と
い
う
こ
と
な
ど
は
、
一
つ
の
大
き
な
民
族
の
起
源

と
し
て
、
あ
ま
り
に
も
た
よ
り
な
い
夢
か
伝
奇
の
よ
う
で
あ
ろ

う
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
今
日
と
い
う
日
ま
で
、
こ
れ
よ
り
も
も

っ
と
あ
り
得
べ
き
解
説
を
、
私
な
ど
は
聴
い
て
い
な
い
の
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
（
中
略
）
す
な
わ
ち
最
初
か
ら
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
の

ｌ

は
じ
め
に
Ｉ
「
一
国
民
俗
学
」
の
源
流
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
Ｉ

柳
田
民
俗
学
に
お
け
る
「
自
己
」
と
「
他
者
」
Ｉ
「
米
」
と
「
肉
」
の
対
照
性
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

技
術
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
に
米
と
い
う
も
の
の
重

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
性
の
認
識
と
と
も
に
、
自
ら
種
実
を
携
え
て
、
渡
っ
て
来
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
が
日
本
人
で
あ
っ
た
と
、
考
え
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
理
由
で
あ

る
。
」
〔
柳
田
、
一
九
五
二
、
四
九
～
五
二
、
傍
点
Ｉ
引
用
者
〕

こ
れ
は
、
柳
田
民
俗
学
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
『
海
上
の
道
』

（
昭
和
三
六
年
刊
行
）
の
中
の
有
名
な
一
節
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
「
宝
貝
」
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
が
、

稲
と
稲
の
信
仰
を
携
え
て
「
南
か
ら
北
へ
、
小
さ
な
低
い
平
た
い
島

か
ら
、
大
き
な
高
い
島
の
方
へ
」
〔
柳
田
、
一
九
五
二
、
五
三
〕
と
渡
っ

て
来
た
、
彼
ら
こ
そ
が
日
本
人
の
祖
先
で
あ
る
、
と
い
う
柳
田
国
男

の
日
本
人
の
起
源
に
つ
い
て
の
壮
大
な
構
想
が
か
な
り
の
確
信
を
も

っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

六
車
由
実
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だ
が
、
私
た
ち
は
こ
の
『
海
上
の
道
』
に
お
け
る
柳
田
の
語
り
口

か
ら
は
、
柳
田
自
身
の
確
信
と
は
裏
腹
に
、
何
と
も
抽
象
的
で
非
現

実
的
な
世
界
し
か
思
い
描
け
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
に
は
「
日

本
人
」
以
外
の
人
々
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
の
存
在
が
描
か
れ
ず
に
、

い
わ
ば
自
己
完
結
的
に
日
本
人
の
起
源
が
構
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

日
本
人
の
祖
先
、
す
な
わ
ち
南
か
ら
渡
っ
て
来
た
稲
作
民
と
は
、

「
ほ
と
ん
ど
無
人
の
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
島
々
に
、
わ
ず
か
な
〈
稲
の
人
〉

が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
充
ち
み
ち
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
」
〔
吉
本
、
一
九
九
○
、

四
五
〕
と
、
吉
本
隆
明
が
当
を
得
た
言
葉
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
日
本
人
」
以
前
の
人
々
や
「
日
本
人
」
以
外
の
人
々
と
の
間
に
血

腱
い
争
い
ご
と
を
起
こ
す
こ
と
も
な
く
、
平
和
的
に
住
み
つ
き
繁
栄

し
て
い
っ
た
人
々
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
描
き
出
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、

そ
こ
に
は
「
他
者
」
不
在
の
平
和
で
美
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
幻
想
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

し
か
し
、
柳
田
の
民
俗
研
究
に
は
、
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
に
「
他

者
」
が
語
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
・
周
知
の
通
り
、
「
山
人
論
」

と
呼
ば
れ
る
初
期
の
研
究
で
は
、
「
山
人
」
の
存
在
が
「
日
本
人
」

が
渡
っ
て
来
る
以
前
の
先
住
民
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
と
し
て
明
確

に
描
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
山
人
論
」
の
中
の
「
天
狗
の
話
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
ほ
か
で
も
な
い
が
日
本
の
諸
州
の
山
中
に
は
明
治
の
今
日
と

い
え
ど
も
、
ま
だ
我
々
日
本
人
と
全
然
縁
の
な
い
一
種
の
人
類

が
住
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
れ
ら
の
深
山
に
は
神

武
東
征
の
以
前
か
ら
住
ん
で
い
た
蛮
民
が
、
我
々
の
た
め
に
排

斥
せ
ら
れ
窮
追
せ
ら
れ
て
よ
う
や
く
の
こ
と
で
遁
げ
籠
り
、
新

来
の
文
明
民
に
対
し
い
う
べ
か
ら
ざ
る
畏
怖
と
憎
悪
と
を
抱
い

て
い
っ
さ
い
の
交
通
を
断
っ
て
い
る
者
が
大
分
い
る
ら
し
い
の

で
あ
る
。
」

〔
柳
田
、
一
九
○
九
Ｃ
、
一
八
八
～
一
八
九
、
傍
点
ｌ
引
用
者
〕

こ
こ
に
は
、
「
米
が
食
い
た
さ
に
争
っ
て
平
地
に
下
っ
た
」
〔
柳
田
、

一
九
○
九
ｃ
、
一
八
六
〕
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
祖
先
が
、
「
か
れ
ら
」

先
住
民
を
征
服
し
、
支
配
し
て
い
く
様
子
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
一
切
の
血
腱
い
暴
力
が
排
除
さ
れ
、
自
己
完
結
的
に

日
本
人
の
起
源
が
構
想
さ
れ
る
『
海
上
の
道
』
で
の
叙
述
と
は
ま
さ

に
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
柳
田
は
、
な
ぜ
そ
の
学
問
を
形
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、

日
本
人
の
内
部
か
ら
「
他
者
」
を
排
除
し
、
抽
象
的
な
日
本
人
起
源

論
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の
か
。
い
っ
た
い
初
期
「
山
人
論
」
か
ら

晩
年
の
『
海
上
の
道
』
ま
で
の
間
に
柳
田
の
学
問
に
ど
ん
な
変
化
が

あ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
柳
田
の
研
究

に
お
け
る
「
山
人
論
」
か
ら
『
海
上
の
道
』
へ
と
繋
が
る
「
南
島
論
」

へ
の
移
行
過
程
に
は
、
決
定
的
な
思
想
的
断
絶
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
谷
川
健
一
は
そ
れ

日本思想史学28<1996> 148



を
「
挫
折
と
転
向
」
と
評
す
。
す
な
わ
ち
、
「
山
人
」
が
先
住
民
の

子
孫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
柳
田
は
、
結
局
、
資

料
不
足
や
南
方
熊
楠
の
痛
烈
な
批
判
に
よ
り
そ
の
主
張
を
、
「
目
立

た
ぬ
よ
う
に
な
し
く
ず
し
に
し
て
し
ま
っ
た
」
〔
谷
川
、
一
九
七
五
、

四
○
七
〕
の
で
あ
り
、
以
来
日
本
文
化
を
「
異
質
の
複
合
文
化
と
し

て
見
る
視
点
を
捨
て
て
」
〔
谷
川
、
一
九
七
五
、
四
○
七
〕
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
、
稲
作
文
化
一
元
論
へ
と
執
着
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
だ
。

確
か
に
谷
川
の
い
う
通
り
、
柳
田
は
大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
に
か

け
て
、
そ
れ
ま
で
異
常
な
ほ
ど
固
執
し
て
い
た
「
山
人
」
の
実
在
性

の
証
明
を
放
棄
し
て
し
ま
い
、
以
後
は
ま
っ
た
く
柳
田
の
研
究
上
に

「
山
人
」
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
そ
し
て
更
に
興
味

深
い
こ
と
に
、
丁
度
こ
の
時
期
は
、
柳
田
の
民
俗
学
が
方
法
論
的
に

確
立
さ
れ
、
「
国
民
」
が
「
自
ら
知
る
た
め
の
学
問
」
〔
柳
田
、
一
九
三

四
、
二
八
九
〕
と
し
て
「
一
国
民
俗
学
」
が
標
梼
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
る
の
だ
。

改
め
て
確
認
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
柳
田
は
『
民
間
伝
承

論
』
及
び
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
に
お
い
て
、
採
集
し
た
民
俗
資

料
を
「
有
形
文
化
」
「
言
語
芸
術
」
「
心
意
現
象
」
の
三
つ
に
分
類
し
、

こ
の
分
類
に
、
「
旅
人
の
学
」
「
奇
遇
者
の
学
」
「
同
郷
人
の
学
」
と

い
う
三
つ
の
異
な
る
採
集
方
法
を
対
応
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
第

三
の
点
、
す
な
わ
ち
、
「
同
郷
人
の
学
」
が
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・

エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
分
か
た
れ
る
日
本
の
民
俗
学
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
柳
田
に
よ
れ
ば
、
「
白

人
が
黒
人
の
生
活
を
叙
し
た
」
〔
柳
田
、
一
九
三
五
、
二
四
三
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
目
で
見
、
耳
で
聞
く
こ
と
の
で

き
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
有
形
文
化
」
「
言
語
芸
術
」
の
採
集
は
で

き
る
が
、
そ
の
「
内
部
の
感
覚
」
〔
柳
田
、
一
九
三
五
、
二
四
二
〕
で
あ

る
「
心
意
現
象
」
は
、
同
じ
国
、
同
じ
郷
士
に
育
っ
た
者
し
か
理
解

で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
分
野
こ
そ
、
我
が
「
郷
士
研
究
の
意
義

の
根
本
」
〔
柳
田
、
一
九
三
四
、
三
七
二
〕
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
子
安
宣
邦
に
よ
っ
て
「
〈
や
ま
と
〉
の
自
己
了
解
」
〔
子

安
、
一
九
九
三
、
三
四
六
〕
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
自

ら
が
知
る
た
め
の
学
で
あ
る
「
一
国
民
俗
学
」
の
拠
り
所
と
な
る
、

こ
う
し
た
同
じ
国
、
同
じ
郷
士
に
育
ち
境
遇
を
同
じ
く
す
る
者
に
よ

る
「
内
部
か
ら
の
調
査
」
〔
柳
田
、
一
九
三
四
、
二
八
九
〕
の
特
権
性
と

は
、
調
査
者
（
自
己
）
と
対
象
者
（
他
者
）
と
の
決
し
て
解
消
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
差
異
の
構
造
を
巧
み
に
隠
蔽
す
る
ま
や
か
し
に
す
ぎ
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
「
一
国
民
俗
学
」
と
は
、
異
質
な
る
「
他
者
」

を
排
除
し
た
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
同
質
性
と
い
う
危
う
い
前
提

の
上
に
初
め
て
成
り
立
つ
学
問
な
わ
け
だ
。

柳
田
の
議
論
の
中
か
ら
「
山
人
」
と
い
う
「
他
者
」
が
捨
象
さ
れ

る
過
程
と
、
「
一
国
民
俗
学
」
と
い
う
日
本
人
内
部
の
異
質
性
（
他

者
性
）
を
隠
蔽
す
る
方
法
の
確
立
さ
れ
る
過
程
。
両
者
の
偶
然
と
は

思
え
な
い
重
な
り
合
い
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
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の
か
。
例
え
ば
、
こ
の
時
期
の
柳
田
の
二
つ
の
大
き
な
経
験
の
影
響

を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
大
正
九
年
の
沖
縄
旅
行
で

あ
る
。
こ
の
沖
縄
の
経
験
は
、
「
我
々
の
学
問
に
と
っ
て
、
沖
縄
の

発
見
と
い
う
こ
と
は
劃
期
的
の
大
事
件
で
あ
っ
た
」
〔
柳
田
、
一
九
三
五
、

八
○
、
傍
点
ｌ
引
用
者
〕
と
、
『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
の
中
で
柳
田

自
身
に
よ
っ
て
評
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
一
国
民
俗
学
」
の

確
立
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
し
、
も
う
一
つ
の
経

験
、
そ
れ
は
、
こ
の
沖
縄
旅
行
の
直
後
に
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員

と
し
て
赴
い
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
の
西
洋
体
験
だ
が
、
こ
れ
も
、
既
に

小
熊
英
二
が
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る
よ
う
に
〔
小
熊
、
一
九
九
五
〕
、

異
国
の
地
で
の
疎
外
感
、
屈
辱
感
に
よ
っ
て
「
一
国
民
俗
学
」
へ
の

使
命
へ
と
繋
が
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
契
機
と
な
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
谷

川
の
い
う
柳
田
の
思
想
の
「
転
向
」
、
言
い
換
え
れ
ば
決
定
的
な
転

換
が
起
こ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
私
に
は
、
初
期
「
山
人
論
」
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
晩
年

の
『
海
上
の
道
』
に
お
い
て
も
、
決
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
柳
田

の
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
い
う
自
己
認
識
の
方
法
に
注
目
す
る
と

き
、
そ
こ
に
は
断
絶
よ
り
も
む
し
ろ
思
想
的
態
度
の
一
貫
性
が
、
柳

田
の
学
問
形
成
の
理
解
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
も
の
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
。

先
に
引
用
し
た
「
天
狗
の
話
」
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
他
者
」

を
描
い
て
い
る
「
山
人
論
」
に
お
い
て
柳
田
は
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日

本
人
を
「
新
来
の
文
明
民
」
、
「
か
れ
ら
」
山
人
を
「
野
獣
に
近
い
生

活
」
を
続
け
る
「
蛮
民
」
と
し
て
対
比
さ
せ
、
両
者
を
明
確
に
区
別

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
を
「
か
れ
ら
」
山
人

か
ら
分
か
つ
自
己
認
識
の
指
標
に
な
っ
て
い
た
も
の
、
そ
れ
が
、
ハ

レ
の
日
に
神
に
米
を
供
え
、
そ
し
て
自
ら
も
そ
れ
を
食
べ
る
と
い
う

行
為
だ
っ
た
の
だ
（
以
後
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
の
信
仰
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。

例
え
ば
、
「
天
狗
の
話
」
と
同
年
に
発
表
さ
れ
た
「
山
民
の
生
活
」

で
柳
田
は
、
「
新
参
の
我
々
祖
先
が
生
活
の
痕
跡
」
は
「
稲
作
の
栽

培
耕
作
」
に
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
ハ
レ
の
日
の
米
」

の
信
仰
の
力
を
挙
げ
て
い
る
。

「
我
々
の
祖
先
の
植
民
力
は
非
常
に
強
盛
で
あ
り
ま
し
た
が
そ

れ
に
も
明
白
に
一
つ
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
い
か
な
る
山
腹

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
も
住
む
気
は
あ
る
。
食
物
と
し
て
は
粟
で
も
稗
で
も
食
う
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
だ
神
を
祭
る
に
は
是
非
と
も
米
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
（
中

略
）
そ
こ
で
神
に
は
菜
な
り
神
酒
な
り
必
ず
米
で
製
し
た
も
の

を
供
え
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
え
に
、
た
と
い
一
反
歩
で
も
五
畝
歩
で

２
柳
田
民
俗
学
に
お
け
る
「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
か
れ
ら
」

ｌ
「
山
人
論
」
に
暗
示
さ
れ
る
も
の
Ｉ
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も
田
に
作
る
土
地
の
あ
る
と
い
う
こ
と
が
新
村
を
作
る
に
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
条
件
で
あ
っ
た
の
で
す
。
」

〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｄ
、
五
三
九
、
傍
点
ｌ
引
用
者
〕

こ
こ
で
の
柳
田
の
立
場
は
明
ら
か
だ
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
の
祖

先
は
、
た
だ
飢
え
を
凌
ぐ
た
め
に
山
間
部
ま
で
稲
作
農
地
を
切
り
開

い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
「
神
を

祭
る
に
は
是
非
と
も
米
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
「
ハ
レ
の
日

の
米
」
の
信
仰
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
ハ
レ
の
日

の
米
」
に
よ
る
自
己
認
識
が
、
『
海
上
の
道
』
に
お
い
て
も
寸
分
変

わ
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
既
に
「
山
人
論
」
の
時
期

の
柳
田
に
と
っ
て
も
、
稲
や
米
は
、
食
を
満
た
す
た
め
の
食
べ
物
（
日

常
食
）
と
し
て
で
は
な
く
、
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
と
い
う
信
仰
と
し

て
の
み
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
こ
そ
が
、

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
う
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
は
ず
だ
。

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
「
他
者
」
と
し
て
「
わ
れ
わ
れ
」
に
対
比

さ
せ
ら
れ
る
「
山
人
」
も
よ
り
具
体
像
を
帯
び
て
く
る
。
「
山
人
外

伝
資
料
」
で
柳
田
は
、
「
山
人
」
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
を

挙
げ
る
。

、
、
、
、

「
さ
て
山
男
が
真
の
人
間
で
あ
る
証
拠
と
し
て
最
も
有
力
な
る

は
食
物
の
話
か
と
思
う
。
こ
の
人
種
の
気
の
毒
な
の
は
火
を
自

、
、
、
、
、
、
、
、

由
に
用
い
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
彼
等
は
谷
川
の
魚
ま

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
は
山
鳥
、
鈴
羊
等
の
肉
を
生
で
食
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
人

の
想
像
し
得
る
こ
と
で
あ
る
が
、
慥
な
資
料
も
あ
る
の
で
あ

る
。
」
〔
柳
田
、
一
九
一
三
、
三
九
六
～
三
九
七
〕

こ
こ
で
、
「
山
人
」
が
「
真
の
人
間
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
彼
等
が
肉
を
、
し
か
も
生
の
ま
ま
食
ら

っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
「
わ
れ

わ
れ
」
日
本
人
が
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
の
信
仰
を
も
つ
と
し
て
い
る

の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
田
に
よ
れ
ば
、
ハ
レ
の
日
に

は
米
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
信
仰
上
の
理
由
に
よ
り
米
を
食
す
「
わ

れ
わ
れ
」
日
本
人
は
文
化
的
な
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
か
れ
ら
」

山
人
は
、
食
欲
の
赴
く
ま
ま
野
獣
の
ご
と
く
生
の
肉
を
食
ら
う
野
蛮

人
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
し
て
こ
れ
に
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
柳
田
が
こ

の
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
に
よ
っ
て
括
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
は
、
単
に
平
地
で
稲
作
を
営
む
「
平
地
人
」
だ
け

で
は
な
く
、
山
間
部
に
住
み
稲
作
を
生
業
と
し
な
い
人
々
、
す
な
わ

ち
「
山
民
」
も
含
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
の

「
山
人
論
」
を
議
論
す
る
と
き
、
「
山
人
」
と
「
山
民
」
が
混
同
さ
れ

る
場
合
が
多
々
あ
る
が
、
赤
坂
憲
雄
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

柳
田
の
語
る
「
山
人
」
と
は
、
山
中
を
漂
泊
す
る
先
住
民
の
子
孫
で

あ
り
、
一
方
「
山
民
」
と
は
、
山
中
で
狩
猟
・
焼
畑
を
営
む
定
住
民

で
あ
っ
て
、
「
山
人
論
」
が
終
息
す
る
ま
で
一
貫
し
て
、
柳
田
自
身
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に
よ
っ
て
両
者
は
峻
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
〔
赤
坂
、
一
九
九
一
、

八
七
〕
。
そ
し
て
、
「
山
民
の
生
活
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
ハ

レ
の
日
の
米
」
の
信
仰
を
も
つ
人
々
が
、
タ
イ
ト
ル
通
り
「
山
民
」

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
明
の
民
で
あ
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日

本
人
と
野
蛮
人
の
「
か
れ
ら
」
と
の
仕
切
り
線
は
、
明
確
に
「
山
民
」

と
「
山
人
」
と
の
間
に
引
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

つ
ま
り
、
柳
田
は
、
椎
葉
旅
行
を
き
っ
か
け
に
『
後
狩
訶
記
』
に

始
め
ら
れ
る
「
山
人
論
」
に
お
い
て
、
実
体
の
あ
る
「
山
民
」
の
姿

を
描
き
出
す
と
い
う
作
業
と
同
時
に
、
人
々
が
語
り
継
い
で
い
る
民

證
や
『
風
土
記
』
な
ど
の
神
話
、
説
話
の
中
に
登
場
す
る
天
狗
、
山

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

男
、
大
人
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
物
語
の
存
在
で
あ
る
「
山
人
」
の

実
在
性
を
問
う
て
い
く
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
柳
田
は
、
一
方
を
ハ
レ

の
日
に
米
を
食
べ
る
平
和
な
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
民
と
し
て
、

そ
し
て
も
う
一
方
を
肉
を
食
す
る
野
蛮
な
「
他
者
」
と
し
て
描
き
出

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最
終

的
に
は
「
他
者
」
で
あ
る
「
山
人
」
は
、
柳
田
の
議
論
の
中
か
ら
排

除
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
。

こ
う
し
た
柳
田
の
自
己
認
識
の
方
法
か
ら
「
山
人
論
」
を
見
直
し

て
み
る
と
、
「
他
者
」
を
排
除
し
、
同
質
な
日
本
人
の
形
成
す
る
稲

作
文
化
の
研
究
へ
と
収
数
し
て
い
っ
た
柳
田
の
学
問
形
成
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
「
山
人
論
」
を
改
め
て
位
置
づ
け
直
す
必
要
性
が
生

じ
て
く
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
お
そ
ら
く
「
山
民
」
と
「
山
人
」

柳
田
が
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
を
訪
れ
た
の
は
、
「
内
地
に
お

け
る
私
の
い
ち
ば
ん
長
い
旅
で
あ
っ
た
」
〔
柳
田
、
一
九
五
九
、
二
三
五
〕

と
後
に
回
想
さ
れ
る
、
法
制
局
参
事
官
と
し
て
赴
い
た
明
治
四
一
年

の
五
月
下
旬
か
ら
約
三
か
月
に
及
ぶ
長
旅
の
途
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
椎
葉
村
で
の
柳
田
の
旅
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
わ
ず

か
な
資
料
し
か
な
か
っ
た
た
め
不
明
瞭
な
部
分
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
、
九
州
旅
行
の
行
程
を
細
か
く
書
き
記
し
た
田
山
花
袋
宛
の
書
簡

が
公
開
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
花
袋
宛
書
簡
や
椎
葉
村
村
長
中
瀬
淳

宛
書
簡
を
も
と
に
、
椎
葉
で
の
柳
田
の
辿
っ
た
ル
ー
ト
と
『
後
狩
詞

記
』
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
牛
島
盛
光
の
詳
細
な
報
告
な
ど

に
よ
っ
て
、
七
月
一
三
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
柳
田
の
椎
葉
滞
在
中

の
足
跡
が
か
な
り
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
参
考
に

す
る
と
、
柳
田
は
椎
葉
滞
在
中
、
広
大
な
椎
葉
村
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ

た
っ
て
足
を
運
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

の
両
者
が
描
き
出
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
あ
る
い
は
、
柳
田

の
中
で
両
者
が
別
々
の
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
、
明
治
四
一
年
の
椎
葉
で
の
体
験
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

３
椎
葉
で
柳
田
が
発
見
し
た
も
の

Ｉ
「
描
か
れ
た
も
の
」
と
「
描
か
れ
な
か
っ
た
も
の
」
Ｉ
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で
は
い
っ
た
い
、
「
白
足
袋
の
貴
公
子
」
〔
宮
本
常
一
、
一
九
七
九
、

い
で
た
ち

一
○
五
〕
の
よ
う
な
姿
で
椎
葉
入
り
し
、
人
々
に
「
至
る
所
で
大

変
な
歓
迎
を
う
け
た
」
〔
柳
田
、
一
九
五
九
、
二
三
五
〕
と
い
う
柳
田
は
、

そ
の
七
日
間
の
中
で
何
を
見
、
何
を
聞
き
、
そ
し
て
何
を
感
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。
柳
田
自
身
に
よ
っ
て
「
日
本
の
民
俗
学
の
出
発
点
」

〔
柳
田
、
一
九
五
九
、
二
三
五
〕
と
後
に
評
さ
れ
る
椎
葉
体
験
と
は
、
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
『
後

狩
訶
記
』
の
「
序
」
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
し
か
る
に
こ
の
書
物
の
価
値
が
そ
の
た
め
に
些
し
で
も
低
く

な
る
と
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
仔
細
は
、
そ
の
中
に
列
記
す
る
猪
狩
の

慣
習
が
ま
さ
に
現
実
に
当
代
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

自
動
車
無
線
電
信
の
文
明
と
併
行
し
て
、
日
本
国
の
一
地
角
に

規
則
正
し
く
発
生
す
る
社
会
現
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
中

、
、
、
、
、
、
、
、
、

略
）
こ
の
実
際
問
題
の
あ
る
た
め
に
、
古
来
の
慣
習
は
今
日
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
貴
重
な
る
機
能
を
有
っ
て
い
る
。
（
中
略
）

か
く
の
ご
と
き
山
中
に
あ
っ
て
は
、
木
を
伐
っ
て
も
炭
を
焼

い
て
も
大
な
る
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
茶
は
天
然
の
産
物、

で
あ
る
し
、
椎
茸
に
は
将
来
の
見
込
み
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
る
生
業
は
や
は
り
焼
畑
の
農
業
で
あ
る
。
（
中
略
）
わ
ず
か
な

稗
や
豆
の
収
穫
の
た
め
に
立
派
な
大
木
が
白
く
立
枯
れ
に
な
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
る
有
様
は
、
平
地
の
住
民
に
は
き
わ
め
て
奇
異
の
感
を
与

、
、

え
る
。
（
中
略
）
米
も
そ
の
前
後
よ
り
作
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、

た
だ
わ
ず
か
の
人
々
が
楽
し
み
に
作
る
ば
か
り
で
、
一
村
半
月

の
糧
に
も
な
り
か
ね
る
の
で
あ
る
。
」

〔
柳
田
、
一
九
○
九
ａ
、
一
三
～
一
五
、
傍
点
ｌ
引
用
者
〕

柳
田
が
椎
葉
で
見
た
も
の
、
そ
れ
は
「
平
地
の
住
民
」
と
し
て
生

活
し
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
経
験
と
は
全
く
異
質
の
世
界
だ
っ
た
よ
う

だ
。
こ
こ
山
奥
の
村
、
椎
葉
で
は
、
平
地
に
は
と
う
に
失
わ
れ
た
狩

猟
の
慣
習
が
、
「
現
実
に
当
代
に
行
わ
れ
」
、
主
た
る
生
業
は
稲
作
で

は
な
く
、
焼
畑
農
耕
が
中
心
で
あ
っ
た
。
近
代
化
さ
れ
、
「
自
動
車

無
線
電
信
の
文
明
」
と
化
し
た
平
地
の
生
活
か
ら
は
全
く
想
像
の
つ

か
な
い
世
界
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
眼
前
に
広
が
っ
た
そ
う
し
た
異

質
な
る
世
界
に
対
す
る
柳
田
の
驚
き
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
「
平
地
人
」

と
「
山
民
」
と
の
差
異
が
、
柳
田
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
、
そ

う
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
の
「
平
地
人
」
と
「
山
民
」
と
の
差
異
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。

「
古
代
に
は
九
州
の
山
中
に
頗
る
檸
悪
の
人
種
が
住
ん
で
居
り

ま
し
た
。
（
中
略
）
蛮
民
大
敗
北
の
後
移
住
し
て
来
た
豪
族
も
、

亦
概
ね
山
中
に
住
む
で
居
り
ま
し
た
。
後
年
武
士
が
平
地
に
下

、
、
、
、
、
、
、
、

り
住
む
や
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
山
地
に
残
れ
る
人
民
は
、
次

第
に
そ
の
勢
力
を
失
ひ
、
平
地
人
の
圧
迫
を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
言
は
守
米
食
人
種
水
田
人
種
が
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

粟
食
人
種
、
焼
畑
人
種
を
馬
鹿
に
す
る
形
で
あ
り
ま
す
。
此
点

、
、

に
付
い
て
は
深
く
弱
者
た
る
山
民
に
同
情
し
ま
す
。
」

〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｂ
、
二
五
一
、
傍
点
Ｉ
引
用
者
〕

こ
れ
は
、
『
後
狩
訶
記
』
と
同
年
に
、
談
話
手
稿
と
し
て
雑
誌
『
斯

民
』
に
発
表
さ
れ
た
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
の
中
で
、
椎
葉
村

を
含
む
九
州
南
部
の
山
村
で
の
見
聞
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
で
あ

る
。
ま
ず
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
「
山
地
に
残
れ
る
人

民
」
と
は
、
先
住
民
の
子
孫
で
あ
る
「
山
人
」
で
は
な
く
、
山
中
に

生
活
す
る
「
山
民
」
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
い
う
の
も
、

こ
れ
を
柳
田
は
明
ら
か
に
大
敗
北
し
た
九
州
山
中
の
「
頗
る
檸
悪
の

人
種
」
と
区
別
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
先
述
し
た

柳
田
に
よ
る
「
山
人
」
と
「
山
民
」
と
の
峻
別
が
確
か
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
更
に
私
た
ち
が
注
目
し
た
い
の
は
、
『
後
狩
訶
記
』
で

発
見
さ
れ
た
「
平
地
人
」
と
「
山
民
」
と
の
差
異
が
、
こ
こ
で
は
「
平

地
人
」
す
な
わ
ち
「
米
食
人
種
、
水
田
人
種
」
と
、
「
山
民
」
す
な

わ
ち
「
粟
食
人
種
、
焼
畑
人
種
」
と
が
対
立
す
る
構
図
と
し
て
、
そ

の
差
異
性
が
よ
り
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
柳
田
が

使
用
す
る
「
人
種
」
と
い
う
言
葉
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
予
想
し

て
き
た
、
柳
田
に
よ
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
枠
組
み
を
打
ち
崩

す
、
つ
ま
り
、
「
山
民
」
を
「
他
者
」
と
見
倣
す
概
念
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
し
か
し
、
例
え
ば
、
先
の
『
後
狩
訶
記
』
の
「
序
」
の
引
用
文

に
続
く
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
み
る
と
き
、
柳
田
は
決
し
て
「
山
民
」

を
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
他
者
」
と
し
て
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
を

改
め
て
確
信
す
る
は
ず
だ
。

「
思
う
に
古
今
は
直
立
す
る
一
の
棒
で
は
な
く
て
、
山
地
に
向

け
て
こ
れ
を
横
に
寝
か
し
た
よ
う
な
の
が
わ
が
国
の
さ
ま
で
あ

る
。
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ａ
、
一
六
、
傍
点
Ｉ
引
用
者
〕

こ
の
一
文
は
、
し
ば
し
ば
柳
田
の
独
特
な
歴
史
認
識
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
る
有
名
な
一
節
で
あ
る
。
単
純
な
よ
う
で
い

て
、
し
か
し
わ
か
り
に
く
い
こ
の
表
現
の
中
で
、
私
た
ち
が
確
か
め

た
い
の
は
唯
一
つ
。
そ
れ
は
、
柳
田
が
、
山
奥
で
狩
猟
・
焼
畑
を
営

む
「
山
民
」
と
平
地
で
稲
作
を
行
う
「
平
地
人
」
と
の
間
に
歴
史
的

な
連
続
性
を
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
明
ら
か

に
「
平
地
人
」
の
一
人
と
し
て
柳
田
は
、
「
山
民
」
の
生
活
に
「
奇

異
の
感
」
を
抱
き
、
そ
こ
に
異
質
な
る
世
界
を
発
見
し
た
の
で
あ
る

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
を
「
他
者
」
と
し
て
区
別
す
る
の
で

は
な
く
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
枠
組
み
の
周
縁
に
置
き
留
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
山
奥
の
村
で
稲
作
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
対
し
て

の
柳
田
の
異
な
る
二
つ
の
見
解
を
み
よ
。
そ
こ
に
は
、
柳
田
の
中
の

分
裂
し
た
態
度
が
一
つ
の
方
向
へ
収
數
し
て
い
く
過
程
を
み
る
こ
と

に
な
る
は
ず
だ
。
既
に
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
山
民
の
生
活
」
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で
柳
田
は
、
「
食
物
と
し
て
は
粟
で
も
稗
で
も
食
う
が
、
た
だ
神
を

祭
る
に
は
是
非
と
も
米
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
し
た
が
っ

て
こ
の
信
仰
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
山
民
」
は
狭
く
て
不
便
な
土
地

で
も
稲
を
作
ろ
う
と
す
る
の
だ
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ

り
わ
ず
か
数
か
月
前
に
発
表
さ
れ
た
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
で

の
柳
田
は
、
全
く
反
対
の
態
度
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

椎
葉
を
含
む
九
州
の
山
間
部
で
の
「
水
田
耕
作
の
傾
向
が
、
目
下

マ
マ

全
体
に
禰
蔓
し
て
居
る
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｂ
、
二
五
○
〕
と
い
う
事

態
に
つ
い
て
、
柳
田
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
る
。

「
其
理
由
は
抑
も
何
に
在
る
か
、
恐
く
は
米
食
の
習
慣
の
増
進
、

自
作
米
を
食
ふ
と
い
ふ
農
民
の
誇
り
に
感
染
し
た
の
も
其
原
因

の
一
部
で
あ
り
ま
し
や
う
。
（
中
略
）
良
否
は
今
日
俄
か
に
断
ず

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
一
体
我
邦
の
農
民
が
一
般
に
米
作

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
重
ん
じ
過
ぎ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
の
一
徴
候
で
は
あ
る
ま
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
。
中
央
の
政
府
に
於
て
、
米
産
の
増
減
を
以
て
直
ち
に
農
業

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
盛
衰
を
卜
せ
ん
と
す
る
傾
向
と
正
に
相
反
映
す
る
も
の
で
は

、
、
、
、
、

あ
る
ま
い
か
。
是
等
の
地
方
に
は
米
以
外
に
適
当
な
農
作
物
が

い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
強
い
て
多
大
の
労

資
を
投
下
し
て
、
水
田
を
作
り
、
米
を
食
ふ
の
は
、
経
済
学
以

外
の
理
法
で
な
く
て
は
、
之
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ぬ
。
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｂ
、
二
五
○
～
二
五
一
、
傍
点
Ｉ
引
用
者
〕

当
時
の
椎
葉
村
の
農
業
政
策
を
知
る
資
料
と
し
て
、
明
治
四
○
年

に
制
定
さ
れ
た
『
椎
葉
村
村
是
』
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
倍
進
ン

デ
田
畑
ヲ
開
墾
シ
肥
料
ノ
配
合
宜
シ
キ
ヲ
得
テ
増
収
ヲ
謀
り
米
麦
ヲ

以
テ
常
食
ト
ス
ル
ノ
程
度
二
達
七
シ
メ
不
利
益
ナ
ル
焼
畑
作
ヲ
シ
テ

漸
次
縮
小
セ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
、
更
に
は
、
「
焼
畑
作
ハ
総
テ
其

収
得
ス
ル
処
僅
カ
ニ
労
力
ヲ
償
フ
ニ
過
ギ
ズ
現
二
斯
業
ヲ
専
一
ト
ス

ル
モ
ノ
ハ
総
テ
食
足
ル
ト
雛
衣
足
ラ
ズ
最
下
級
ノ
生
活
ヲ
以
テ
今
日

ヲ
送
ル
ノ
ミ
豈
猛
省
セ
サ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
」
と
あ
り
〔
牛
島
、
一
九
九
三
、

一
八
七
〕
、
村
人
が
「
最
下
級
ノ
生
活
」
か
ら
脱
す
る
た
め
の
現
実
的

な
政
策
と
し
て
、
焼
畑
を
廃
止
し
、
稲
作
中
心
の
農
業
へ
と
切
り
替

（
１
）

え
る
必
要
性
が
強
く
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。

柳
田
の
こ
こ
で
の
言
説
は
こ
の
『
椎
葉
村
村
是
』
に
書
か
れ
た
農

業
政
策
を
前
提
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

態
度
は
、
こ
う
し
た
山
間
部
に
稲
作
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
に

対
し
て
、
明
ら
か
に
批
判
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
田
の
主
張
に
よ

れ
ば
、
米
以
外
に
山
間
部
に
適
し
た
農
作
物
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の

に
「
山
民
」
が
強
い
て
米
を
作
ろ
う
と
す
る
の
は
、
「
経
済
学
以
外

の
理
法
」
、
す
な
わ
ち
、
「
米
産
の
増
減
を
以
て
直
ち
に
農
業
の
盛
衰

を
ト
せ
ん
と
す
る
」
よ
う
な
経
済
学
的
合
理
性
を
無
視
し
た
中
央
政

（
２
）

府
の
政
策
に
よ
る
悪
影
響
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
岩
本

由
輝
に
よ
れ
ば
、
農
政
官
僚
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
柳
田
は
、
当
時
の
日

本
の
農
政
学
の
主
流
で
あ
っ
た
「
米
と
繭
の
農
業
」
と
呼
ば
れ
る
「
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
志
向
の
政
策
に
対
し
、
敢
然
と
批
判
的
立
場
を
明
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ら
か
に
し
た
数
少
な
い
論
者
で
あ
っ
た
と
い
う
〔
岩
本
、
一
九
八
五
、

二
七
〕
。
こ
の
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
に
も
、
そ
う
し
た
柳
田

の
農
政
学
に
対
す
る
態
度
が
い
る
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
椎
葉
の
現
状
を
前
に
し
た
と
き
に
柳
田
の
中
に
生

じ
た
二
つ
の
分
裂
し
た
態
度
。
そ
れ
は
、
し
だ
い
に
、
「
山
民
」
の

現
実
の
生
活
を
写
し
出
そ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
等
を
「
ハ
レ
の

日
の
米
」
の
信
仰
と
い
う
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
枠
組
み
の
中
に

回
収
し
よ
う
と
す
る
態
度
へ
と
収
數
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
『
後
狩
訶
記
』
で
発
見
さ
れ
た
「
山
民
」
と
「
平
地
人
」
と
の

差
異
は
、
同
時
に
発
見
さ
れ
た
「
山
民
」
に
お
け
る
「
ハ
レ
の
日
の

米
」
の
信
仰
に
よ
っ
て
完
全
に
解
消
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
山
民
」

が
「
平
地
人
」
へ
と
同
質
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

更
に
、
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
の
中
で
の
、
「
山
民
」
を
「
古

き
純
日
本
の
思
想
を
有
す
る
人
民
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｂ
、
二
五
一
〕

と
称
す
言
葉
に
は
、
そ
の
柳
田
の
「
山
民
」
を
「
平
地
人
」
へ
と
同

質
化
す
る
志
向
が
極
端
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
「
古
き
純
日
本
の
思
想
を
有
す
る
人
民
」
と
は
、
彼
等
を
日
本

人
の
枠
組
み
の
中
に
含
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
、
椎
葉
村
で
の
共
有
の
土
地
所
有
の
方
法
を
「
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

の
実
現
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ｂ
、
二
四
七
〕
と
賞
賛
し
た
り
、
ま
た
彼

、
、
、
、

等
を
「
平
和
な
る
山
民
」
〔
柳
田
、
一
九
○
九
ａ
、
一
九
、
傍
点
ｌ
引
用

者
〕
と
称
し
た
り
す
る
言
葉
に
通
じ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
山
民
」

を
理
想
化
し
、
抽
象
化
す
る
志
向
が
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
「
深
く
弱
者
た
る
山
民
に
同
情
し
ま
す
」
と
い
っ
た
柳

田
の
「
山
民
」
へ
の
親
密
な
る
ま
な
ざ
し
は
、
本
当
に
彼
等
の
生
活

の
現
実
を
凝
視
し
、
描
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ

ら
の
柳
田
の
語
り
は
、
そ
ん
な
疑
念
を
私
た
ち
に
抱
か
せ
る
も
の
だ

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
私
は
一
つ
の
憶
測
を
立
て
て
み
る
。
す
な
わ
ち
、
「
平

地
人
」
へ
と
同
質
化
さ
れ
、
更
に
、
理
想
化
さ
れ
て
描
か
れ
る
「
山

、
、
、
、
、
、
、
、

民
」
の
姿
の
裏
側
に
は
、
柳
田
が
敢
え
て
描
か
な
か
っ
た
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
。

椎
葉
村
と
い
え
ば
、
現
在
で
は
、
他
の
南
九
州
の
山
村
と
と
も
に

霜
月
神
楽
の
宝
庫
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
霜
月
神
楽
で
は
、
猪
や
鹿
な
ど
が
神
楽
宿
に
奉
納

さ
れ
、
そ
の
獣
肉
が
儀
礼
の
際
に
、
米
の
神
撰
と
と
も
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
向
山
日
添
で
は
、

神
楽
の
日
に
猪
が
捕
れ
た
と
き
に
の
み
こ
れ
が
奉
納
さ
れ
る
と
い
う

が
、
こ
こ
数
年
は
奉
納
が
続
き
、
昨
年
一
二
月
二
三
日
か
ら
二
四
日

に
か
け
て
行
わ
れ
た
神
楽
で
も
大
き
な
猪
頭
が
一
つ
猟
師
か
ら
献
納

み
こ
う
や

さ
れ
て
い
た
。
注
連
に
よ
っ
て
結
界
さ
れ
た
御
神
屋
の
天
井
の
真
中

に
は
、
そ
の
頭
が
吊
さ
れ
、
ま
さ
に
そ
の
下
で
勇
壮
な
神
楽
が
舞
わ

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
肉
は
串
刺
し
に
し
て
焼
か
れ
、
舞
の
合
間
の
「
座
」
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と
呼
ば
れ
る
共
食
の
場
で
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
神
楽
伝
承
の
ほ
ぼ
全
地
区
に
渡
っ
て
み
ら
れ
る
「
板
起
こ

し
」
と
呼
ば
れ
る
最
初
の
演
目
に
も
、
猪
肉
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
「
板
起
こ
し
」
は
、
御
神
屋
内
に
座
し
た
祝
子
が
全
員
で
、

（
３
）

唱
教
（
祭
文
）
を
唱
え
、
俎
板
の
上
に
載
せ
た
生
の
猪
肉
を
小
刀
で

切
っ
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
の
演
目
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
そ
の
肉
は

後
に
参
加
者
に
配
ら
れ
共
食
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
椎
葉
神
楽
に
つ

い
て
、
歌
謡
や
豊
富
な
狩
猟
関
係
史
料
な
ど
を
用
い
て
論
じ
て
い
る

永
松
敦
は
、
こ
の
「
板
起
こ
し
」
が
本
来
は
「
獲
物
の
死
霊
を
鎮
め

た
あ
と
で
、
そ
の
動
物
の
各
部
分
の
肉
や
骨
を
、
山
村
の
あ
ら
ゆ
る

神
々
へ
の
生
贄
」
と
し
て
捧
げ
る
狩
猟
的
要
素
の
強
い
儀
礼
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
〔
永
松
、
一
九
九
三
、
二
一
五
〕
、
こ
の
永

松
の
解
釈
に
し
た
が
う
と
す
れ
ば
、
「
板
起
こ
し
」
に
お
い
て
猪
を

供
犠
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
肉
を
も
っ
て
神
人
共
食
す
る
こ
と
は
、

狩
猟
を
生
業
の
中
心
と
し
て
い
た
こ
の
椎
葉
で
の
神
楽
に
は
欠
か
せ

な
い
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
椎
葉
に
つ
い
て
語
る
柳
田
は
、
椎
葉
神
楽
に
つ
い
て

述
べ
て
い
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
獣
の
肉
の

重
要
性
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
わ
ず
か
に
、

『
後
狩
訶
記
』
の
「
狩
こ
と
ば
」
の
中
の
一
、
二
項
目
や
、
「
狩
の
作

法
」
の
中
に
、
ご
く
断
片
的
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
（
実
質
的
に

柳
田
の
著
し
た
「
序
」
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）
、
こ
れ
と
て
も

後
の
「
山
民
論
」
へ
と
引
き
継
が
れ
る
ほ
ど
の
関
心
は
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
柳
田
が
椎
葉
を
訪
れ
た
の
は
七
月
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
霜
月
神
楽
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
も
無
理
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
好
奇
心
旺
盛
な
柳
田
が
椎
葉
村
の

ほ
ぼ
全
域
を
歩
い
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
日
本
の
民
俗
学

の
出
発
点
」
と
な
っ
た
と
い
う
『
後
狩
訶
記
』
に
お
い
て
、
椎
葉
神

楽
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
祭
り
に
お
け
る
獣
肉
の
重
要
性
に
つ
い
て

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
不
自
然
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

椎
葉
村
は
、
急
速
に
導
入
さ
れ
る
稲
作
と
と
も
に
広
が
り
つ
つ
あ

っ
た
新
し
い
信
仰
、
す
な
わ
ち
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
の
信
仰
と
、
こ

の
よ
う
な
ハ
レ
の
日
に
獣
肉
を
食
べ
る
伝
統
的
な
信
仰
と
が
並
存
す

る
場
所
で
あ
っ
た
。
柳
田
は
そ
う
し
た
椎
葉
の
現
実
を
発
見
し
た
と

き
、
一
方
の
「
ハ
レ
の
日
の
肉
」
と
い
う
「
平
地
人
」
と
の
差
異
性

に
つ
い
て
は
捨
象
し
、
一
方
の
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
と
い
う
「
平
地

人
」
と
同
質
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
取
り
出
し
、
拡
大
す

る
こ
と
よ
っ
て
、
彼
等
「
山
民
」
を
「
平
地
人
」
の
中
へ
と
同
化
し

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ま
さ
に
そ
の
と
き
、
「
山
人
」
と
い
う
物
語
の
存
在
が
実
在
す
る

も
の
と
し
て
、
し
か
も
「
山
民
」
の
姿
か
ら
捨
象
さ
れ
た
肉
食
の
イ

メ
ー
ジ
を
背
負
っ
て
リ
ア
ル
に
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
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る
。
柳
田
の
椎
葉
体
験
と
い
う
場
所
か
ら
眺
め
た
と
き
、
「
山
民
」

と
「
山
人
」
の
位
相
は
、
そ
う
し
た
相
互
の
関
係
性
を
も
っ
て
立
ち

現
れ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
赤
坂
憲
雄
は
、
人
々
が
語
り
継
い
で
き
た
「
山
人
證
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

「
市
と
は
い
ず
れ
、
〈
異
人
〉
と
の
蕊
挺
一
山
処
餅
の
時
空
で
あ
る
。

里
人
と
山
人
と
の
年
に
一
度
の
〈
交
通
〉
の
庭
と
し
て
の
冬
祭

り
に
た
っ
た
、
始
源
に
お
け
る
市
。
山
人
と
市
に
ま
つ
わ
る
民

證
と
は
、
こ
の
始
源
の
と
き
の
〈
交
通
〉
の
物
語
、
あ
る
い
は

〈
歴
史
〉
の
は
じ
ま
り
に
な
さ
れ
た
他
者
の
発
見
．
も
し
く
は

自
己
の
誕
生
の
物
語
で
あ
り
、
そ
の
再
生
・
反
復
で
あ
る
。
特

、
、
、

権
化
さ
れ
た
内
部
と
わ
れ
ら
の
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
染
め
あ
げ

、
、
、
、
、
、

ら
れ
た
、
根
源
的
な
他
者
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
山
人
で
あ
る
、

と
と
り
あ
え
ず
は
そ
う
い
え
る
。
」

〔
赤
坂
、
一
九
九
二
、
八
四
、
傍
点
Ｉ
原
文
〕

つ
ま
り
、
里
人
が
「
市
」
と
い
う
、
い
わ
ば
共
同
体
と
異
界
と
の

「
境
界
」
の
場
で
出
会
っ
た
、
「
言
葉
説
り
の
ち
が
う
、
異
様
な
風
貌

や
身
な
り
の
人
々
」
〔
赤
坂
一
九
九
二
八
二
〕
、
彼
等
は
里
人
に
よ

っ
て
山
男
・
山
姥
・
青
鬼
・
隠
れ
座
頭
な
ど
と
呼
ば
れ
、
「
ほ
と
ん

４
「
山
人
」
の
創
出
ｌ
同
化
と
排
除
の
プ
ロ
セ
ス
ー

バ
ル
バ
ロ
ス

ど
野
蛮
人
に
類
し
た
存
在
」
〔
赤
坂
一
九
九
二
八
三
と
見
倣
さ
れ

る
。
そ
う
し
て
発
見
さ
れ
た
「
山
人
」
は
、
共
同
体
と
い
う
「
自
己
」

の
領
域
を
際
立
た
せ
て
く
れ
る
隠
瞼
的
な
存
在
と
し
て
、
い
わ
ば
里

人
の
側
か
ら
出
現
を
求
め
ら
れ
る
「
根
源
的
な
他
者
」
で
あ
り
、
そ

こ
に
「
山
人
證
」
と
い
う
物
語
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
「
他
者
の
発
見
」
か
つ
「
自
己
の
誕
生
」
の
物
語
は
、

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
里
人
の
中
で
繰
り
返
し
語

り
継
が
れ
、
「
共
同
体
」
（
自
己
）
の
内
部
／
外
部
の
境
界
が
常
に
確

認
さ
れ
て
い
く
。
赤
坂
は
そ
の
よ
う
な
「
山
人
證
」
を
、
「
共
同
体

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
最
深
部
に
埋
め
こ
ま
れ
た
、
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持

、
、

装
置
」
で
あ
る
、
と
す
る
〔
赤
坂
、
一
九
九
二
、
一
三
一
、
傍
点
ｉ
引

用
者
〕
。

こ
の
よ
う
な
赤
坂
に
よ
る
「
山
人
護
」
の
理
解
は
、
柳
田
の
描
き

出
す
「
山
人
」
に
も
当
て
嵌
ま
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
柳
田
の
創

出
し
た
「
実
在
す
る
先
住
民
の
子
孫
」
と
い
う
「
山
人
」
物
語
も
ま

た
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
い
う
「
自
己
」
を
確
認
す
る
「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持
装
置
」
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら

だ
。

柳
田
が
、
平
地
の
生
活
と
は
全
く
異
質
な
世
界
、
椎
葉
で
発
見
し

た
も
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
他
者
」
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、
山
奥

で
猪
や
鹿
な
ど
の
獣
を
追
い
か
け
、
し
か
も
、
獲
物
の
生
肉
を
神
に

捧
げ
、
自
ら
も
共
食
す
る
猛
き
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
稲
作
農
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耕
を
営
み
、
文
明
化
さ
れ
た
平
地
で
の
穏
や
か
な
生
活
に
浸
っ
て
い

た
柳
田
を
ま
さ
に
「
戦
悌
せ
し
め
」
〔
柳
田
、
一
九
一
○
、
九
〕
る
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
柳
田
の
目
に
は
、
彼
等
が
「
野
蛮

人
」
と
し
て
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
柳
田
は
彼
等
椎
葉

の
民
を
、
決
し
て
「
他
者
」
と
見
倣
す
こ
と
も
、
「
野
蛮
人
」
と
呼

ぶ
こ
と
も
な
い
。
そ
の
態
度
は
徹
底
し
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、

柳
田
に
と
っ
て
、
日
本
人
の
内
部
に
「
他
者
」
が
存
在
し
て
は
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
日
本
人
の
内
部
に
「
野
蛮
人
」
が
存
在

し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
う
し
た
日
本
人
意
識
は
、
柳
田

が
、
西
洋
と
い
う
脅
威
に
晒
さ
れ
る
日
本
国
家
の
運
命
を
背
負
っ
た
、

官
僚
で
も
あ
り
近
代
知
識
人
で
も
あ
る
と
い
う
公
的
立
場
か
ら
の
使

命
感
に
発
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
、
よ
り
私
的
な

レ
ベ
ル
で
の
問
題
、
す
な
わ
ち
彼
自
身
の
近
代
的
な
生
活
感
覚
か
ら

発
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
柳
田
が
、
「
白
足

い
で
た
ち

袋
の
貴
公
子
」
の
姿
で
椎
葉
入
り
し
た
近
代
人
で
あ
り
、
そ
の
近

代
と
い
う
時
代
背
景
が
柳
田
の
椎
葉
体
験
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

そ
う
し
た
国
内
に
実
在
す
る
「
他
者
」
を
発
見
し
た
近
代
人
柳
田

は
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
す
る

必
要
性
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
椎
葉
の
「
山
民
」
を
も
「
わ

れ
わ
れ
」
の
中
に
括
れ
る
共
通
項
と
し
て
、
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
の

信
仰
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
「
わ
れ
わ
れ
」

日
本
人
と
い
う
「
自
己
」
を
よ
り
際
立
た
せ
る
陰
画
と
し
て
の
「
他

者
」
が
創
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
実
在
す
る
先
住
民
の
子
孫
と
い
う

「
山
人
」
の
物
語
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
柳
田
が
椎
葉
で
経
験
し
た
「
平

地
人
」
（
柳
田
自
身
を
含
め
た
）
と
「
山
民
」
と
の
対
立
構
造
（
差
異
性
）

は
、
そ
の
ま
ま
、
両
者
を
括
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
理
念
的
に

創
出
さ
れ
た
「
か
れ
ら
」
山
人
と
の
関
係
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
て
描

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
「
山
民
」
は
「
ハ

レ
の
日
の
米
」
の
信
仰
を
も
つ
「
平
和
な
る
山
民
」
と
し
て
「
わ
れ

わ
れ
」
の
中
へ
等
質
化
さ
れ
、
「
山
人
」
は
生
の
肉
を
食
ら
う
「
蛮
民
」

と
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
」
の
外
へ
と
排
出
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
柳
田
が
そ
の
実
在
性
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
「
山

人
」
と
は
、
現
実
の
「
他
者
」
で
あ
る
「
山
民
」
罹
葉
の
民
）
を
「
わ

れ
わ
れ
」
日
本
人
の
中
に
回
収
し
、
同
化
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

的
手
段
、
あ
る
い
は
、
赤
坂
の
い
う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持
装

置
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
柳
田
の
こ
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
維
持
装
置
」
と
し
て
の
「
山
人
」
物
語
の
場
合
は
、
民
證
で
あ

る
「
山
人
護
」
と
は
違
い
、
再
生
・
反
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

「
山
民
」
が
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
中
に
一
度
回
収
さ
れ
れ
ば
、

そ
こ
で
「
山
人
」
と
い
う
「
他
者
」
も
捨
て
去
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
大
正
一
五
年
刊
行
の
『
山
の
人
生
』
で
登
場
す

る
「
山
人
」
は
も
は
や
先
住
民
の
子
孫
と
い
う
「
他
者
」
で
は
な
い

の
だ
。
そ
れ
は
、
同
質
な
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
抱
く
信
仰
の
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椎
葉
で
「
他
者
」
を
発
見
し
た
柳
田
は
、
こ
こ
に
お
い
て
漸
く
、

『
海
上
の
道
』
で
の
「
他
者
」
不
在
の
抽
象
的
な
日
本
人
起
源
論
へ

と
直
結
す
る
、
同
質
的
で
平
和
な
日
本
人
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
同
化
と
排
除
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
柳
田
の
中
に
新
た
に
浮
上
し
て
き
た
問
題
、
そ
れ
が

「
南
島
」
の
問
題
だ
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
柳
田
は
大
正
九
年
の
暮
れ
か
ら
沖
縄
に
旅
行

し
、
帰
京
直
後
の
大
正
一
○
年
の
三
月
か
ら
、
そ
の
紀
行
文
と
し
て

「
海
南
小
記
」
を
朝
日
新
聞
に
連
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、

柳
田
が
「
詠
嘆
の
記
録
」
〔
柳
田
、
一
九
二
五
、
三
○
二
〕
と
称
す
る
よ

う
に
、
奄
美
大
島
か
ら
沖
縄
本
島
、
そ
し
て
八
重
山
諸
島
に
ま
で
足

を
運
ん
だ
一
か
月
に
わ
た
る
沖
縄
経
験
で
柳
田
が
「
発
見
」
し
た
、

本
土
の
昔
を
祐
佛
さ
せ
る
懐
か
し
い
人
々
の
姿
が
美
し
い
文
体
に
よ

っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
椎
葉
と
同
様
に
柳
田

は
、
ハ
レ
の
日
に
米
を
食
べ
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
相
剋
す
る

要
素
、
す
な
わ
ち
「
ハ
レ
の
日
の
肉
」
の
信
仰
を
、
「
日
本
の
古
い

問
題
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
、
そ
し
て
、
「
山
人
論
」
は
終
息
を
迎
え

（
４
）

る
こ
と
に
な
る
。

５
お
わ
ｈ
／
に

ｌ
再
び
、
「
一
国
民
俗
学
」
の
源
流
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
Ｉ

分
家
」
〔
柳
田
、
一
九
三
五
、
八
一
〕
と
い
っ
た
親
し
げ
な
語
り
口
の
中

に
巧
み
に
隠
蔽
し
て
い
く
。

正
月
や
祭
祀
な
ど
の
ハ
レ
の
日
の
食
べ
物
と
し
て
、
沖
縄
で
は
豚

肉
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

だ
。
例
え
ば
、
南
島
の
生
活
風
景
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
大
島
筆
記
』

や
『
南
島
雑
話
』
な
ど
の
近
世
の
書
物
に
は
既
に
、
養
豚
を
制
限
し

よ
う
と
す
る
琉
球
王
府
に
対
し
て
反
発
す
る
庶
民
の
様
子
や
、
奄
美

大
島
で
豚
を
屠
殺
す
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
少

な
く
と
も
近
世
後
半
に
は
、
沖
縄
（
南
島
）
の
生
活
に
お
い
て
、
特

に
ハ
レ
の
日
に
は
豚
肉
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
明
治
あ
る
い

は
戦
前
ま
で
沖
縄
で
は
祭
り
の
際
に
動
物
供
犠
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、

そ
こ
で
は
豚
よ
り
も
む
し
ろ
牛
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
小
野
重

朗
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
沖
縄
本
島
を

は
じ
め
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
に
い
た
る
ま
で
、
旧
暦
二
月
、
八
月
、

一
二
月
に
、
「
シ
マ
ク
サ
ラ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
村
に
悪
霊
の
入
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
祭
祀
が
あ
り
、
か
つ
て
は
、
祭
祀
を
行
う
場
所
で
牛

を
殺
し
、
そ
の
血
を
塗
り
つ
け
た
木
の
枝
や
骨
を
各
家
や
村
の
入
口

に
吊
り
下
げ
て
、
村
人
全
員
で
そ
の
肉
を
分
配
し
て
食
べ
て
い
た
と

い
語
フ
〔
小
野
、
一
九
七
○
、
三
四
五
～
三
四
六
〕
・

小
野
は
、
こ
う
し
た
南
島
の
動
物
供
犠
に
つ
い
て
、
供
犠
に
し
た

動
物
の
肉
を
共
食
す
る
こ
と
、
し
か
も
中
で
も
牛
の
肉
を
最
も
重
視
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す
る
こ
と
に
注
目
し
、
祭
り
の
中
で
肉
の
共
食
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
の
日
は
山
の
神
が
活
動
し
て
部
落
の
人
々
に
危
害
を
加
え

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
日
だ
か
ら
、
人
々
は
部
落
の
守
り
を
固
め
、
身
を
守
る
た
め

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

に
牛
の
肉
を
食
べ
る
。
牛
の
肉
に
は
そ
の
よ
う
に
外
か
ら
の
危

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

害
を
防
ぎ
身
を
守
る
よ
う
な
不
思
議
な
力
が
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」

〔
小
野
、
一
九
八
二
、
四
五
三
、
傍
点
Ｉ
引
用
者
〕

こ
の
小
野
の
理
解
に
し
た
が
う
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
近
代
以

降
に
供
犠
儀
礼
が
廃
れ
て
い
く
ま
で
は
、
南
島
で
は
、
災
厄
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
牛
の
肉
を
食
べ
て
身
を
固

め
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
柳
田
が
後
に
『
食
物
と
心
臓
』
で
論

じ
る
「
米
の
力
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
で

の
ハ
レ
の
日
の
食
べ
物
は
、
米
で
は
な
く
、
柳
田
が
「
山
民
」
の
生

活
の
中
か
ら
排
除
し
た
肉
だ
っ
た
の
だ
。

旧
正
月
に
は
沖
縄
入
り
し
て
い
た
柳
田
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た

牛
や
豚
を
殺
し
、
皆
で
共
食
す
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
は
ず

だ
。
が
、
柳
田
は
沖
縄
の
こ
の
「
ハ
レ
の
日
の
肉
」
に
つ
い
て
『
海

南
小
記
』
で
断
片
的
に
触
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、

ム
ー
チ
ー

柳
田
は
、
沖
縄
で
厄
除
け
の
祭
り
で
「
鬼
餅
」
と
呼
ば
れ
る
米
の
餅

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
、
季
節
の
節
目
の
先
祖
の
祭
り
に
餅
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
強
調
し
て
、
そ
れ
を
「
ハ
レ
の
日
の
米
」
の
（

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
見
倣
し
、
結
局
彼
等
を
「
早
く
別
居
し
た

我
々
の
兄
弟
」
〔
柳
田
、
一
九
四
○
、
三
一
八
〕
と
し
て
米
を
至
上
の
も

の
と
す
る
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
中
に
同
質
化
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

椎
葉
の
「
発
見
」
と
沖
縄
の
「
発
見
」
。
ど
ち
ら
も
中
央
の
近
代

化
さ
れ
た
生
活
に
浸
っ
て
い
た
柳
田
に
と
っ
て
は
、
全
く
異
質
な
る

世
界
、
「
他
者
」
の
「
発
見
」
だ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
決
し
て
「
他
者
」
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
に

「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
枠
組
み
の
中
へ
と
回
収
さ
れ
る
べ
き
も
の

だ
っ
た
。
や
は
り
、
柳
田
に
と
っ
て
は
、
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の

中
に
「
他
者
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
う
し
た
自
己
認
識
は
椎
葉
体
験
か
ら
こ
の
沖
縄
体
験
ま
で
、

堅
固
に
貫
か
れ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
は
じ
め
に
も
触
れ
た
沖
縄
旅
行
の
直
後
の
柳
田

の
西
洋
体
験
は
、
そ
う
し
た
柳
田
の
私
的
な
レ
ベ
ル
で
の
感
覚
的
な

「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
の
自
己
認
識
を
、
「
一
国
民
俗
学
」
の
学
問
的

使
命
へ
と
向
か
わ
せ
る
一
つ
の
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
え
ば
い
い
か
。
す
な
わ
ち
、
椎
葉

で
実
在
す
る
「
他
者
」
を
発
見
し
た
と
き
に
柳
田
の
内
部
に
芽
生
え

た
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
い
う
朧
げ
な
、
だ
が
感
覚
的
に
は
一
歩

も
讓
れ
な
い
強
固
な
自
己
認
識
が
、
欧
米
列
強
と
い
う
巨
大
な
「
他

者
」
を
前
に
し
た
と
き
、
そ
れ
が
明
瞭
な
形
を
と
も
な
っ
て
意
識
さ

I6' 柳田民俗学における「自己｣と｢他者」



れ
、
更
に
「
国
民
統
合
」
と
い
う
学
問
的
な
使
命
と
し
て
自
覚
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
。

そ
う
し
て
、
最
終
的
に
等
質
な
「
国
民
」
を
主
題
と
す
る
「
一
国

民
俗
学
」
の
確
立
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
法
の
上
で
も
、
「
他
者
」
不

在
の
ま
ま
自
己
完
結
的
に
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
を
語
る
自
己
認
識

を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
、
等

質
で
平
和
な
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
と
い
う
自
己
認
識
は
、
椎
葉
で

実
感
し
た
柳
田
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
強
大
な
欧
米
列
強
に
対
抗

し
う
る
日
本
国
家
確
立
の
た
め
の
学
問
的
な
使
命
と
し
て
、
多
く
の

門
人
た
ち
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
、
そ
う
し
て
研
究
の
対
象
と
な
っ
た

地
方
の
文
化
は
、
繰
り
返
し
そ
の
異
質
性
が
排
除
さ
れ
、
ひ
た
す
ら

に
中
央
の
遺
物
と
し
て
回
収
、
同
化
さ
れ
て
い
く
の
だ
。

『
海
上
の
道
』
に
お
い
て
、
柳
田
が
描
い
た
日
本
人
の
祖
先
の
風
景
、

す
な
わ
ち
、
「
他
者
」
が
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
血
腱
い
争
い

も
暴
力
も
征
服
も
な
い
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
等
質
で
平
和
な
人
々

の
暮
ら
す
理
想
郷
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
わ

れ
わ
れ
」
日
本
人
の
内
部
に
つ
い
て
同
化
と
排
除
を
繰
り
返
し
て
き

（
５
）

た
柳
田
民
俗
学
の
到
達
点
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註
（
１
）
こ
の
よ
う
に
、
焼
畑
に
対
す
る
柳
田
の
認
識
と
村
人
の
認
識
と

の
間
に
は
、
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
柳

田
が
「
同
情
」
す
る
「
米
食
人
種
水
田
人
種
」
と
「
粟
食
人
種
焼
畑

人
種
」
と
の
生
活
の
落
差
は
、
彼
の
認
識
以
上
に
椎
葉
村
の
生
活
に

と
っ
て
は
現
実
的
な
問
題
と
し
て
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
等
椎
葉
の
人
々
に
と
っ
て
焼
畑
が
、
柳
田

の
い
う
よ
う
な
理
想
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
生
活
落
差
を

作
り
出
す
元
凶
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
廃
す
る
べ
き
も
の
と
見
倣
さ

れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
「
九
州
南
部
地
方
の
民
風
」
の
こ
の
一
節
の
中
の
「
経
済
学
以

外
の
理
法
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
、
「
山
民
の
生
活
」

と
結
び
付
け
て
「
信
仰
の
問
題
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
が
し
か
し
、

「
一
体
我
邦
の
農
民
が
一
般
に
米
作
を
重
ん
じ
過
ぎ
て
居
る
と
い
ふ

こ
と
の
一
徴
候
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
「
中

央
の
政
府
に
於
て
、
米
産
の
増
減
を
以
て
直
ち
に
農
業
の
盛
衰
を
ト

せ
ん
と
す
る
傾
向
と
正
に
相
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

と
い
っ
た
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
そ
れ
は
、
本
文
で
述
べ
た

よ
う
な
、
経
済
学
的
合
理
性
を
欠
い
た
政
府
の
稲
作
志
向
の
政
策
に

対
す
る
批
判
的
な
言
葉
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
「
板
起
こ
し
」
に
は
、
そ
れ
に
用
い
る
俎
板
の
由
来
を
説
い
た

唱
教
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
唱
教
が
栂
尾
地
区
に
伝
わ

る
天
保
一
二
（
一
八
四
二
年
の
『
神
道
仏
道
書
』
に
「
え
り
め
い

た
お
こ
し
の
事
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
楽
に

お
け
る
「
板
起
こ
し
」
は
、
少
な
く
と
も
近
世
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
え
る
〔
永
松
一
九
九
三
九
六
〕
。

（
４
）
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
柳
田
の
「
山
人

論
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

永
池
健
二
は
、
「
山
人
論
」
が
、
山
の
怪
異
現
象
に
つ
い
て
、
「
山
人
」
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の
実
在
性
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
「
実
在
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

か
ら
、
そ
れ
を
里
人
の
「
山
」
に
対
す
る
信
仰
の
問
題
と
す
る
「
心

意
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
見
倣
し
、
そ
れ
を
民
俗

学
の
「
方
法
論
的
成
熟
過
程
」
だ
と
指
摘
す
る
〔
永
池
一
九
七
五
〕
。

こ
の
永
池
の
議
論
に
は
示
唆
を
受
け
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
だ
が
、
例

え
ば
、
柳
田
が
「
山
人
」
へ
固
執
し
た
背
景
を
、
「
山
へ
の
憧
慢
」

や
「
感
情
や
情
緒
を
越
え
た
い
わ
く
い
い
難
い
神
秘
的
な
力
」
な
ど

と
い
っ
た
柳
田
の
詩
人
的
感
性
の
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問

が
残
る
。
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
他
者
」
を
排
除
す
る
一
貫
し

た
柳
田
の
自
己
認
識
の
方
法
か
ら
考
え
る
と
、
「
山
人
論
」
に
は
そ

う
し
た
柳
田
個
人
の
感
性
に
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
含

ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
。

ま
た
、
こ
れ
と
対
照
的
な
も
の
と
し
て
、
最
近
の
最
も
痛
烈
な
柳

田
批
判
で
あ
る
村
井
紀
の
議
論
が
あ
る
。
村
井
は
、
柳
田
の
「
山
人

論
」
が
台
湾
の
高
砂
族
や
朝
鮮
半
島
の
火
田
民
を
モ
デ
ル
と
し
、
当

時
官
僚
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
「
日
韓
併
合
」
の
「
政
策
研

究
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
〔
村
井
一
九
九
五
〕
。
だ
が
、

私
は
こ
の
理
解
に
も
容
易
に
賛
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に
赤

坂
憲
雄
が
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
柳
田
の
「
山
人
」
は
、

高
砂
族
や
火
田
民
の
よ
う
な
焼
畑
農
業
を
営
む
定
住
民
と
し
て
は
描

か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
も
受
入
れ
難
い
し
、
柳
田
の
思
想
に

つ
い
て
、
す
べ
て
を
「
政
治
」
に
直
結
さ
せ
て
議
論
す
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
に
一
面
的
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

柳
田
の
感
性
の
問
題
と
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
問
題
。
こ
の

ど
ち
ら
を
も
含
ん
だ
議
論
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

（
５
）
こ
れ
ま
で
私
は
民
俗
に
お
け
る
米
と
肉
の
対
照
性
に
注
目
し
て

参
考
文
献

赤
坂
憲
雄

一
九
九
一
『
山
の
精
神
史
』
小
学
館

研
究
を
進
め
て
き
た
〔
六
車
一
九
九
五
〕
。
す
な
わ
ち
、
米
が
祭
祀

や
儀
礼
の
中
で
至
上
の
も
の
と
さ
れ
る
過
程
に
は
、
そ
れ
と
対
極
的

に
、
積
れ
た
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
る
肉
の
存
在
が
見
逃
せ
な
い
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
日
本
文
化
に
お
け
る
米
と
肉
の
関
係
に
は
、
原

田
信
男
も
歴
史
学
的
観
点
か
ら
綴
密
な
議
論
を
し
て
い
る
よ
う
に

〔
原
田
一
九
九
三
〕
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家
権
力
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

と
す
る
と
、
柳
田
は
、
日
本
人
と
米
と
の
結
び
付
き
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
生
涯
の
課
題
と
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
肉
食
イ

メ
ー
ジ
を
付
与
し
た
他
者
な
る
存
在
の
「
山
人
」
を
排
除
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
最
も
根
本
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
米
と
権
力
と
の
関
係

を
追
求
す
る
こ
と
を
巧
み
に
回
避
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
、
権
力
と
支
配
と
は
無
関
係
な
同
質
で
平
和

な
「
わ
れ
わ
れ
」
日
本
人
を
幻
想
す
る
今
日
の
民
俗
学
の
根
本
的
な

問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
民
俗
の
中
で
米
と
権
力
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
が
柳
田
を
克
服
す
る
た
め
の
私
た
ち
の

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
一
九
九
五
年
の
日
本
思
想
史
学
会
で
の
私
の
発
表
に
お
い
て
、

藤
井
隆
至
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
山
人
」
と
肉
食
と
の

関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
と
き
、
同
様
に
排
除
さ
れ
た
被
差
別
部
落
の

問
題
も
考
盧
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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